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哀れなるものたち

監督：ヨルゴス･ランティモス「女王陛下のお気に入り」
原作：アラスター・グレイ
出演：エマ･ストーン「ラ・ラ・ランド」「女王陛下のお気　　　　　
　　　　　　　　　　に入り」
　　　ウイレム・デフォー , マーク・ラファロ

人生に絶望した若い女性ベラ（エマ・ストーン）は自殺を図
るが、異端の天才外科医ゴッドウイン・バクスター（ウイレ
ム・デフォー）により自らの胎児の脳を移植され、奇跡的に
甦る。生まれ変わったベラは、自身の目で世界を見たい！と
いう衝動に駆られ、放蕩者の弁護士ダンカンに誘われるまま
に、大陸横断の旅に出る。
大人の体を持ちながら新生児の目で世界を見るベラは、時代
の偏見とは無縁。純粋無垢な目で自由や平等の意味を知り、
誰もが予期せぬ成長を遂げていく･･･
第80回ベネチア映画祭コンペティション部門で金の獅子賞
を受賞。

第11回鑑賞作品

　 大 人 の 体 を 持 ち な が ら
新 生 児 の 目 で 世 界 を 見 る

ベ ラ は ､ 何 を 学 び
何 を 求 め る の か ？



About  Them

「 哀 れ な る も の た ち 」 の 監 督 、 ヨ ル ゴ ス ・ ラ ン テ ィ モ ス
は 、 1 9 7 3 年 ア テ ネ の 下 位 中 流 家 庭 に 生 ま れ る 。 若 い 頃 は
コ マ ー シ ャ ル 制 作 に よ っ て 生 計 を 立 て て い た が 、 転 機 と
な っ た の が 2 0 0 9 年 の 「 籠 の 中 の 乙 女 」 。 監 督 ・ 脚 本 を 手
が け た 本 作 が 第 6 2 回 カ ン ヌ 映 画 祭 に て 、 あ る 視 点 部 門 の
グ ラ ン プ リ を 受 賞 し 、 ア カ デ ミ ー 外 国 語 映 画 賞 に も ノ ミ
ネ ー ト 。 こ れ を 機 に ロ ン ド ン に 移 住 。 『 ザ ・ ガ ー デ ィ ア
ン 』 紙 で 「 こ の 世 代 の ギ リ シ ャ 系 映 画 監 督 の 中 で 最 も 才
能 の あ る 人 物 」 と 評 さ れ ま し た 。 2 0 1 5 年 の 「 ロ ブ ス タ
ー 」 で は 第 6 8 回 カ ン ヌ 映 画 祭 審 査 員 賞 を 受 賞 し 、 ア カ デ
ミ ー 脚 本 賞 に も ノ ミ ネ ー ト 。 2 0 1 8 年 の 「 女 王 陛 下 の お 気
に 入 り 」 が 世 界 的 ヒ ッ ト と な り 、 第 7 5 回 ベ ネ チ ア 映 画 祭
に て 審 査 員 大 賞 、 第 7 2 回 英 国 ア カ デ ミ ー 賞 に て 英 国 作 品
賞 を 受 賞 。 英 国 を 代 表 す る 映 画 監 督 と し て の 地 位 を 確 立
し ま し た 。 観 客 を 、 常 軌 を 超 え た 映 像 世 界 の 虜 に す る 手
腕 に 、 ま す ま す 磨 き が か か る 5 0 代 。 さ て 、 本 作 で は 、 ど
ん な 罠 を 私 た ち に 仕 掛 け て く る の か ？ 楽 し み で す 。

About  Something
 正 月 気 分 が ま だ 残 る 1 月 1 9 日 、 朝 食 後 の コ ー ヒ ー を 飲 み な が ら N H K を 見 て い た ら 、 歌 会 始 の 中 継 が 始 ま り
ま し た 。 お ご そ か な 雰 囲 気 に 興 味 を 覚 え 、 何 と な く 見 て い る う ち に ” は ま っ た ” よ う で す 。
今 年 の お 題 は 「 和 」 。 和 箪 笥 に 母 へ の 想 い を 重 ね る 人 、 教 え 子 た ち の 思 い 出 を 詠 む 人 。 そ れ ぞ れ に 感 慨 深
い も の で し た が 、 特 に 印 象 的 だ っ た の が 「 見 逃 し た 小 さ な 小 さ な 違 和 感 の 粒 で 自 分 が 作 ら れ て い く 」 と い
う 一 首 。 詠 み 手 は 、 内 気 で 思 い を 人 前 で 言 え な い 自 身 の 半 生 を 綴 っ た 6 0 代 の 女 性 。 そ の 控 え め な が ら も 凜
と し た お 姿 か ら は 、 数 々 の 負 の 蓄 積 を 、 自 身 の 力 で 正 へ と 昇 華 さ せ た ” 人 間 力 ” が 感 じ ら れ ま し た 。 朗 々 と
流 れ る 和 歌 の 響 き 。 あ あ 素 晴 し き 哉 、 人 生 ･ ･ ･ な ど と 思 い つ つ 、 ゆ っ た り と し た 時 間 を 楽 し み ま し た 。
＊ ＊ ＊ だ が 、 し か し 、 人 生 に は 、 自 分 の 力 で は ど う し よ う も な い 負 を 負 わ さ れ て し ま う こ と も あ り ま す
ね 。 戦 争 や 災 害 が そ の 最 た る も の で す が 、 さ ら に 残 酷 な の が 、 そ れ が 家 族 に よ る も の だ っ た ケ ー ス で し ょ
う 。 実 際 の 裁 判 を 基 に 制 作 さ れ た イ タ リ ア 映 画 「 蟻 の 王 」 で は 、 同 性 愛 の 存 在 さ え 認 め な い 頑 迷 な 家 族 の
悲 劇 が 、 根 底 の テ ー マ と な っ て い ま す 。 舞 台 は 、 ポ ー 川 南 部 の 田 園 地 帯 ピ ア チ ェ ン ツ ア 。 詩 人 で 劇 作 家 、
蟻 の 生 態 研 究 者 で も あ る ア ル ド の サ ロ ン に 、 あ る 日 、 聡 明 な 若 者 エ ッ ト レ が 現 れ る 。 一 目 で 惹 か れ 合 っ た
二 人 は 、 や が て ロ ー マ で 共 に 暮 ら し 始 め る 。 し か し 、 エ ッ ト レ の 家 族 は 激 怒 し 、 警 察 に 通 報 。 ア ル ド は 逮
捕 さ れ 、 青 少 年 を 洗 脳 し た と い う 「 教 唆 罪 」 で 裁 か れ る こ と に な る 。 パ ゾ リ ー ニ や モ ラ ヴ ィ ア な ど の 文 化
人 に よ る 支 援 活 動 も 空 し く 、 長 い 裁 判 の 末 、 ア ル ド は 有 罪 で 9 年 の 禁 固 刑 が 言 い 渡 さ れ る 。 エ ッ ト レ は 、
家 族 の 手 で 精 神 病 院 に 送 ら れ 、 同 性 愛 の 治 療 と 称 し て 幾 度 と な く 電 気 シ ョ ッ ク 療 法 が 強 制 さ れ る 。 そ の 後
遺 症 で 廃 人 同 様 と な っ た エ ッ ト レ に 、 家 族 が 会 い に 来 る こ と は な か っ た ･ ･ ･
こ の 事 件 が 起 き た の は 1 9 6 0 年 代 。 遠 い 昔 の こ と で は な い の で す 。 昨 年 、 ワ シ ン ト ン で レ イ ン ボ ー ・ デ モ に
遭 遇 し ま し た が 、 そ れ は 抗 議 と い う よ り お 祭 り 。 こ の 半 世 紀 の 世 の 変 貌 に は 、 驚 く べ き も の が あ り ま す 。
で は 、 真 に マ イ ノ リ テ ィ ー へ の 偏 見 は 消 え た の か ？ 本 作 の 監 督 ジ ャ ン ニ ・ ア メ リ オ は 「 今 も 存 在 す る ” 異 な
る 人 ” に 対 す る 憎 悪 に 立 ち 向 か う 勇 気 を 与 え た い 」 と 、 そ の 制 作 動 機 を 語 っ て い ま す 。
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